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理学・農学研究科図書室共催講習会

平成23年12月12日（月）
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はじめにはじめにはじめにはじめに

� 論文を書くまでの基本的なフロー

1. 自分のテーマに関係する文献を収集する
（input)

2.収集した文献を管理・評価（分析）する

3.論文を書く（output）
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参考文献参考文献参考文献参考文献とはとはとはとは

•参考文献

•引用文献

•Reference

•注

・・・とも呼ばれる

著者が学術書や論文を執筆する際に参考とした
文献や引用した文献を指す
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「「「「文献文献文献文献」」」」のののの種類種類種類種類

2. 雑誌論文

1. 図書

3. 学位論文

4. 会議録

5. その他

特徴を知ることが、文献入手の近道！

それぞれ独自の顔（特徴）

がある
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参考文献参考文献参考文献参考文献：：：：基本基本基本基本のののの特徴特徴特徴特徴 1

1) 図書の基本スタイル
Chapman JR Practical Organic  Mass Spectrometry – A Guide for  Chemical and

著者名 書名

Biochemical Analysis, Ed. 2. John Wiley & Sons, Chichester, 1995, 330pp

版表示 出版者（社） 出版地 出版年

2) 雑誌論文の基本スタイル
Fidel, Raya ; Green, Maurice. The many faces of accessibility : engineers’ perception of

著者名 論文名

information sources. Information Processing and Management. vol. 40, no. 3, 2004, 

雑誌名 巻数 号数 出版年

p. 563-581

掲載ページ

総
ページ
数
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参考文献参考文献参考文献参考文献：：：：基本基本基本基本のののの特徴特徴特徴特徴 2

1) 学位論文の基本スタイル
Kusumi, Ryosuke. Studies on molecular aggregation structure and enzymatic degradation 

著者名 論題

Behavior of cellulose ester-based graft copolymers. Kyoto. Kyoto University. 2010. Ph.D.

出版地 大学名 学位授与年学位授与年学位授与年学位授与年 学位

Thesis.

論文の種類

2) 会議録の基本スタイル
Proceedings of a conference on radiobiology at the intra-cellular level, held at Catalina 

資料名 開催地

Island, September 9-12, 1957 / editors, T.G. Hennessy ...

開催年月日 編者
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特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる 1 ：：：：図書図書図書図書

「図書」のポイント：例 1

著者名 出版年 書名 版表示 出版地

出版者（社）

で

書名欄 「書名 」

著者名欄 「著者名」

どれかを入力して検索

「クラインクラインクラインクライン」
と呼びます
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章の著者名 出版年 章題名

出版地出版者（社）

特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる 1 ：：：：図書図書図書図書

「図書」のポイント：例 2

書名図書の編者名

で

書名欄 「書名 」

著者名欄 「編者名」

どれかを入力して検索
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特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる 2 ：：：：雑誌雑誌雑誌雑誌

「雑誌論文」のポイント：久住先生の論文

出版年 雑誌名巻・号表示 著者名

で

書名欄 「雑誌名 」

を入力して検索

実際の雑誌は・・・
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「雑誌論文」のポイント：加納先生の論文

特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる 2 ：：：：雑誌雑誌雑誌雑誌

どこからどこま
でが加納先生
の論文？

雑誌論文の基本：

著者名著者名著者名著者名で始まり掲載
ページページページページ数数数数で終わる

実際の雑誌は・・・
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特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる 3 ：：：：学位論文学位論文学位論文学位論文

「学位論文」のポイント

重要かつ特徴的なキーワード

1) 著者名

2) 学位授与機関

3) 学位授与年

Kajikawa, Satoshi. Effects of Eicosapentaenoic Acid on the 

Hepatic Lipid Metabolism and the Progression of Steatohepatitis. 

Kyoto, Kyoto University, 2011, Ph. D. thesis. 

京大で学位
取得

他大学で
学位取得
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会議名

開催年 出版者（社）

章の著者名

特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる 4 ：：：：会議録会議録会議録会議録

「会議録」のポイント

で

書名欄 「会議名 」

を入力して検索

開催地

回次



13

特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる（（（（∞∞∞∞）：）：）：）：省略省略省略省略
略語を見分ける 1 - 知ってる？

1) ibid : ibidem = in the same place （直前に参照した文献に）
2) op. cit. : opere citato = in the work cited （前掲書中に≠直前）
3) i.e : id est = that is (すなわち）
４) Diss. : dissertation （学位論文）

【たとえば・・・】

1)  Bourne, Charles P. ; Hahn, Trudi B. A history of Online Information 

Services: 1963-1976. Cambridge. MIT Press, 2003, 493p. 

2) Ibid., p.34-45
3) Hahn, T. B.; Buckland, M. ed. Historical ・・・

4) Bourne and Hahn, op. cit, p.167.

この場合、2) と 4) は

1) とととと同同同同じじじじ文献文献文献文献。。。。

引用したページページページページがががが違違違違うううう
ことを示している。
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特徴特徴特徴特徴をををを知知知知るるるる（（（（∞∞∞∞）：）：）：）：省略省略省略省略

略語を見分ける 2 -雑誌名は略される

＜代表的な例＞
1) Auf. : Auflage （版）
2) Ausg. : Ausgabe （号）
3) Bd. : band （巻）
4) beil. : beilage （追録）
5) hft. : heft （分冊・号）
6) hg. : herausgeber （編者）
7) Hrsg : herausgegeben （編集）
8) Jahrg. : jahrgang （年・巻）
9) Z. : Zeitschrift （雑誌）

1) Ann. : Annual （年報・紀要）
2) app. : appendix （付録）
3) Bull. : bulletin （紀要・会報）
4) Inst. : institute （学会・協会）
5) suppl. : supplement （補遺）
6) symp. : symposium （シンポジウム）

7) T.R. : technical report （テクニカル・レポート）

8) trans. : transaction （会報・紀要）
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文献文献文献文献をををを「「「「早早早早くくくく」」」」手手手手にするためににするためににするためににするために 1

「 」で検索！・・・でもその前に

1. 探す「もの」：何を探すのか（図書？雑誌？）

2. 探す「方法」：どう探すのか（「もの」にあった探し方）

3. 探す「方向」：どこを探すのか（紙？電子？）

自分が探している文献が何か、何をどう探すか を

知ること が モノを早く手に入れる決め手
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文献文献文献文献をををを「「「「早早早早くくくく」」」」手手手手にするためににするためににするためににするために 2

図書室へ複写依頼、現物貸借依頼！

・・・でもその前に

2. 著者名

1. 文献（図書・雑誌・学位論文）のタイトル

3. 必要な箇所（雑誌の場合、巻号やページ数）

「誰の」「いつの」「何の」「どこ」が必要なのか を

正確に知らせること が モノを早く手に入れる決め手
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「「「「読読読読まれるまれるまれるまれる」」」」論文論文論文論文をををを書書書書くためにくためにくためにくために

� マナーを知る・守る

a) 引用する際のマナー

・出典

・著作権：著作権法（昭和四十五年制定法律第四十八号）

b) 執筆する際のマナー

・投稿規定

・執筆要項
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おわりにおわりにおわりにおわりに

・相手（引用する人・読む人）の立場に立って

「綺麗な」論文を書きましょう

「マナーのよい」研究者を目指してください

ご自分の成果・評価になって返ってきます


